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未来に向かって環境のトータルアドバイザー

RIKKA REPORT
静岡県富士市本市場 ：清水営業所立華工業株式会社 422 416-0906の１ 〒

TEL 0545-61-8402 FAX 0545-63-9654 URL http://www.rikka.co.jp E-mail info@rikka.co.jp

廃棄物処理情報の提供に関するガイドラ「

」 ( ) 。イン が改訂 第2版 されました

環境省は 排出事業者が処理業者に対して 産業廃棄物の処理を委託、 、
する際に提供する廃棄物情報のあり方を示す 廃棄物情報の提供に関「

」 。するｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ を平成18年に策定しました
平成24年5月に排出業者が処理業者に廃液処理情報の提供不足によ

り 適切な処理は行われなかったことが原因で 利根川水系の複数の浄、 、
、水場で水道水質基準を上回るﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞが検出されたことを受けて

。改訂されました

【改訂内容】

(１)情報提供が必要な項目の追加

①PRTR対象物質
②水道水源における消毒副生成物前駆物質
③関連法規(危険物等)

(２)ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ活用による排出事業者と処理業者間の

ｺﾐｭﾆｭｹｰｼｮﾝ強化

(３)汚泥･廃油･廃酸･廃ｱﾙｶﾘを主な適用対象物質として明記

(４)排出事業者と処理業者との廃棄物ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ共同作成等に

よる情報の共有化

弊社では廃棄物処理法に基づく各種分析を承ります 下記担当者までお気軽に。

。ご連絡ください

富士本社 環境分析部 加藤雅士・城所 亨
分析２課 池田博一(水質担当)
営業部 望月久彰

富士市本市場422の１ TEL 0545-61-8402 FAX 0545-63-9654
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１．廃棄物情報の提供に関するガイドラインの目的

排出事業者は 委託する産業廃棄物の適正な処理のために 性状や取り扱う際の注意事、 、

項等の必要な情報を処理業者へ提出しなければならないことが 廃棄物処理法で定めら、

。れています

情報提供が十分に行われない場合には 適切な処理方法の選択や 処理業者における適、 、

正な処理方法の選択や 処理業者における適正処理や安全性の確保 法令遵守が困難とな、 、

る可能性があり さらには水道水質の汚濁などの生活環境保全上の支障を招く恐れもあ、

。ります

．廃棄物データシート(WDS)２

廃棄物ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ(WDS)は 排出事業者が処理業者に情報提供すべき項目を記載できるツ、

ールとして作成したもので 形式的な書類手続きではなく 必要な情報が処理業者と共有、 、

されることが重要のため 記載にあたっては 排出事業者と処理業者双方でよくコミュニ、 、

、 、 。ュケーションを取り 両者で記載内容を確認の上 作成してください

３．廃棄物データシート(WDS)を補足する資料

①SDSは 混合物ではなく単品の薬品等が古くなり廃棄する場合等1)安全ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ 、

。(SDS) に有効です

②混合物の場合に SDSにCAS No.の記載があれば WDSに転記して旧称:化学物質 、 、

。安全ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ ください

(MSDS)

2)ｻﾝﾌﾟﾙ ①サンプルは 実際の廃棄物受入前に反応テスト等で処理方法を、

選択 検証できるため受入の最終判断材料として重要な情報提・

。供方法です

、 。②サンプルは 廃棄物の性状や成分を表していることが重要です

例えば 沈殿分離している廃棄物の一部分を抽出したサンプル、

。では処理方法を評価できない場合があるので注意が必要です

3)写真 ①写真は 廃棄物の荷姿を視覚的に伝えたり 容器のラベルに記載、 、

された情報を伝えられることもあり WDSを補完する情報の提供、

。方法として有効です

4)分析表 ①分析表は 廃棄物の組成 成分 有害物質の含有 廃棄物の物理的、 ・ 、 、

性状 化学的性状等を判断するために有効な情報提供方法の一・

。つです

②サンプルと同様 現に委託する廃棄物について分析された結果、

。であることが重要です

分析されてから廃棄物を委託するまでの時間が経過したとき

、 。に 廃棄物の組成が変動している場合もあります
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３．廃棄物データシートと記載方法
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